
　

2
月
6
日
に
厚
労
省
の
発
表
し
た

毎
月
勤
労
統
計
に
よ
る
と
、
春
闘
で

5
年
ぶ
り
に
実
質
賃
金
が
プ
ラ
ス
と

ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
に

ト
ラ
ン
プ
氏
が
就
任

し
、早
速
「
ア
メ
リ
カ
・

フ
ァ
ー
ス
ト
＝
第
一
主

義
」
を
う
ち
出
し
Ｔ
Ｐ

Ｐ
か
ら
も
永
久
撤
退
と
表
明
し
、
こ

れ
か
ら
は
二
国
間
協
議
を
進
め
る
と

言
っ
て
い
る
◆
選
挙
中
も
軍
事
費
の

負
担
増
を
求
め
る
と
言
っ
て
い
た

が
、
日
米
安
保
へ
の
更
な
る
負
担
を

求
め
る
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
を
機
会
に

日
米
同
盟
第
一
か
ら
脱
却
し
、
安
保

条
約
廃
棄
、
沖
縄
か
ら
日
本
か
ら
米

軍
基
地
撤
去
を
申
し
入
れ
れ
ば
ア
メ

リ
カ
も
駐
留
費
負
担
が
減
り
、
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
も
喜
ぶ
の
で
は（
赤
子
）

Ｑ　

生
活
実
態
は

●
ま
あ
ま
あ
だ　
　

40
％

●
や
や
苦
し
い　
　

38
％

●
か
な
り
苦
し
い　

14
％

●
ゆ
と
り
が
あ
る　

６
％

　

５
割
以
上
の
職
員
が
苦
し
い
生
活

実
態
と
答
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

あ
な
た
の
収
入（
年
間
）は

●
変
わ
ら
な
い　

54
％

●
減
っ
た　
　
　

28
％

●
増
え
た　
　
　

17
％

　

３
年
連
続
の
賃
金
改
定
が
あ
り
ま

し
た
が
、
約
8
割
の
人
が
賃
上
げ
の

実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

【
２
面
へ
】

17国民民春春闘闘
職
場
の
声
を
大
切
に

職
場
の
声
を
大
切
に

春
闘
に
取
り
組
み
ま
す

春
闘
に
取
り
組
み
ま
す

報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
中
身
は

大
企
業
の
定
期
昇
給
と
デ
フ
レ
に
よ

る
物
価
下
落
に
よ
る
も
の
で
、
16
年

12
月
時
点
で
は
、
実
質
賃
金
は
減
少

に
転
じ
た
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
務
員
に
3
年
連
続
プ
ラ
ス
人
勧

が
あ
り
ま
し
た
が
、
給
与
制
度
の
総

合
的
見
直
し
に
よ
る
削
減
を
取
り
戻

す
ま
で
な
く
、
生
活
改
善
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
計
費
に
基
づ

く
賃
金
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

公
務
員
に
は

　
　
　

憲
法
尊
守
義
務
が

　

２
月
12
日
、
戸
畑
区
で
福
岡
自
治

労
連
春
闘
討
論
集
会
が
開
催
さ
れ
、

松
繁　

副
中
央
執
行
委
員
長
が
記
念

講
演
を
行
い
、
憲
法
施
行
70
年
の
節

目
の
年
に
『
憲
法
を
い
か
し
て
住
民

生
活
を
守
り
、長
時
間
労
働
一
掃
・
予

算
人
員
闘
争
を
一
体
で
推
進
す
る
』

運
動
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

全
国
統
一
の
た
た
か
い
と
し
て
①

労
働
時
間
の
大
幅
短
縮
②
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
を
許
さ
ず
直
営
堅
持
③

委
託
を
民
主
的
に
規
制
す
る
④
住
民

と
と
も
に
憲
法
い
か
す
自
治
体
づ
く

り
を
す
べ
て
の
組
合
・
職
場
か
ら
進

め
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
体
労
働
者
は
過
去
に
、

徴
兵
事
務
や
国
家
総
動
員
体
制
な
ど

戦
争
遂
行
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
反
省
に
立
っ
て
「
主
権
が
国
民

に
存
す
る
こ
と
を
認
め
憲
法
を
尊
重

し
」と
服
務
宣
誓
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
憲
法
を
語
り
、「
戦
争
法
廃

止
・
憲
法
守
る
」運
動
を
春
闘
で
も
旺

盛
に
行
う
こ
と
は
、
自
治
労
連
の
特

別
な
任
務
と
訴
え
ま
し
た
。

　

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
が
終
わ

り
ま
し
た
。ア
ン
ケ
ー
ト
に
正
規
、
再

任
用
、臨
職
・
嘱
託
、そ
の
他
、多
く
の

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。集
計
結
果
の
一
部
と
要
求

や
要
望
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
計
費
に
基
づ
く
要
求
を

苦
し
い
生
活
実
態

苦
し
い
生
活
実
態

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

改めて服務の宣誓をと松繁副執行委員長
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Ｑ　

賃
上
げ
要
求
は

●
1
万
円　

24
％　

●
３
万
円　

20
％

●
２
万
円　

15
％　

●
5
万
円　

11
％　

　

加
重
平
均
で
は
２
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

負
担
に
感
じ
る
費
目
は

　

上
位
の
４
費
目
は
昨
年
と
ほ
ぼ

同
様
で
す
。

Ｑ　

節
約
・
切
り
つ
め
て
い
る
費
目

　

昨
年
同
様
に
食
費
、被
服
費
、教

養
娯
楽
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

子
ど
も
の
教
育
費
は
負
担
と
感

じ
て
も
節
約
で
き
な
い
よ
う
で

す
。17
年
度
か
ら
、
国
に
よ
る
給
付

型
奨
学
金
制
度
が
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
高
騰
す
る
授
業
料
自
体
を
下

げ
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
支
援
策
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　
 

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
不
払
残
業

の
直
近
1
カ
月
の
時
間
は

●
10
時
間
未
満　

58
％

●
10
〜
20
時
間
未
満　

15
％

●
20
〜
40
時
間
未
満　

3
％

　

短
時
間
で
は
申
請
し
な
い
人
が

多
い
よ
う
で
す
。

Ｑ　

 

な
ぜ
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
生
じ

る
か

●
仕
事
の
責
任
が
あ
る　

36
％

●
申
請
し
づ
ら
い
雰
囲
気　

23
％

●
制
度
が
な
い　

6
％

　

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
24
％
が

サ
ー
ビ
ス
残
業
な
ど
が「
あ
る
」と

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
な
く
す

に
は
、36
協
定
の
締
結
と
、職
員
の

意
識
改
革
が
必
要
で
す
。

Ｑ　

職
場
の
人
数
は

●
足
り
て
い
る　

48
％

●
足
り
て
い
な
い　

46
％

Ｑ　

仕
事
量
の
変
化（
職
場
）は

●
変
わ
ら
な
い　

45
％  

●
増
え
て
い
る　

40
％

●
減
っ
て
い
る　

4
％

　

約
2
人
に
1
人
が
人
が
足
り
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
仕
事
量
は
増
え
て
い
る

状
況
で
、
職
場
の
人
員
不
足
の
実

態
が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｑ　

心
身
に
疲
労
を
感
じ
る
か

　

90
％
の
人
が「
疲
れ
て
い
る
」と

訴
え
て
い
ま
す
。

Ｑ　

職
場
で
働
く
条
件
の
改
善
は

　

複
数
回
答
で
、
上
位
５
項
目
は
、

昨
年
と
同
様
と
な
り
ま
し
た
。

　

臨
職
・
嘱
託
職
員
も
、
賃
金（
日

額
１
０
０
０
円
以
上
）
の
引
き
上

げ
と
雇
用
不
安
の
解
消
が
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。

Ｑ　

政
府
に
要
求
し
実
現
を
求
め
る

① 

景
気
・
物
価
対
策
、
中
小
企
業

振
興

②
医
療
・
介
護
・
保
育
の
充
実　

③
年
金
・
生
活
保
護
制
度
の
拡
充

④ 

消
費
税
増
税
中
止
、大
企
業
・
富

裕
層
へ
の
課
税
強
化

⑤
安
定
雇
用
の
実
現
、
失
業
者
の

生
活
保
障

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は
、
３

年
連
続
で
賃
上
げ
勧
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
多
く
の
職
員
に
は
収

入
増
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
現
実

や
、
職
場
で
の
人
員
不
足
か
ら
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
や
健
康
不
安
が
増

え
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
人
の
声
は
小
さ
く
届
か
な
く

て
も
、
大
勢
集
ま
れ
ば
、
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
要
求
実
現
の
た

め
、
市
職
労
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

２～３年で雇止めとはあん
まりです。仕事の知識、同僚
との人間関係、時間をかけて
築いたのに・・・役所が失業
者を生むのはおかしい。

毎年どんどん人が減らさ
れて、仕事量は増えていま
す。ワークライフバランス
なんて全く考えられませ
ん。

　非正規職員の「雇い止め」
は、安心して生活する権利
を奪っています。以前は雇
用期間満了になると、1年
空けないと、採用試験を受
けられませんでしたが、09
年に同業種で、10年に異業
種で受けられるようになり
ました。市職労は、「雇い
止め」自体を廃止するよう
要求しています。

　北九州市は「ワークライフ
バランス」「イクボス」など、
次々に宣伝していますが、実
際はどうでしょうか？
職員をどんどん減らし、どの
職場も余裕がなく悲鳴をあげ
ています。
　市職労は、慢性的に残業が
必要となっている職場や年休
取得率が低い職場で、早急に
人員増を行うことを要求して
います。

負担に感じる費目・ベスト５

心身に疲労を感じますか職場で働く条件の改善

節約・切り詰める費目・ベスト５



　

福
島
原
発
事
故
か
ら
６
年

目
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
12
万
人
以
上

が
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
事
故
処
理
が
手
探
り
状

態
の
中
、
住
民
の
反
対
を
押

し
切
り
、
現
在
２
基
の
原
発

が
再
稼
働
し
て
い
ま
す
。
他

の
原
発
も
再
稼
働
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

国
は
原
発
事
故
の
賠
償
や
廃

炉
費
用
の
総
額
が
21
・
５
兆
円
と

す
る
試
算
を
公
表
、
費
用
負
担
を

電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
、
国
民
に

押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

東
電
と
国
の
や
り
方
に
反
対

し
、「
原
発
な
く
せ
！
」
の
集
会

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
11
日（
土
）

11
時
〜
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ
、バ
ザ
ー

13
時
〜
本
集
会　

終
了
後
デ
モ

【
勝
山
公
園（
市
役
所
南
側
）】

　

２
月
の
６
９
行
動
は
、
９
日

（
木
）
の
夕
方
Ｊ
Ｒ
黒
崎
駅
前
で

行
い
ま
し
た
。
雪
が
降
っ
て
も
決

行
す
る
と
意
気
込
ん
で
集
合
し
ま

し
た
が
、
幸
い
雪
は
降
ら
ず
、
5

人
で
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
る
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
署
名
用
紙
を

持
つ
手
も
凍
り
そ
う
で
、
道
行
く

人
も
、
な
か
な
か
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

手
を
出
し
て
も
ら
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ス
ケ
ボ
ー
を
持
っ
た
青
年
な

ど
が
署
名
に
応
じ
て
く
れ
ま
し

た
。
終
わ
る
こ
ろ
に
は
心
も
ほ
っ

こ
り
な
り
ま
し
た
。

　

来
月
は
７
日
（
火
）
17
時
半
か

ら
小
倉
鷗
外
橋
で
行
い
ま
す
。
少

し
暖
か
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
お
仕
事
帰
り
に
、
５
分
で
も

10
分
で
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

催
し
も
の
情
報

　

安
倍
首
相
の
「
働
き
方
改
革
」

の
政
策
の
一
つ
が
労
働
時
間
問
題

で
す
。
日
本
の
労
働
時
間
は
総
務

省
の
「
労
働
力
調
査
」
で
も
、
年

平
均
２
２
３
１
時
間
（
正
規
）
と

世
界
的
に
見
て
も
異
常
な
長
時
間

労
働
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
長
時
間
労
働

が
社
会
問
題
化
し
、
電
通
の
過
労

自
殺
、
労
基
法
違
反
（
長
時
間
残

業
）
で
の
強
制
捜
査
な
ど
、
長
時

間
労
働
に
対
す
る
国
民
世
論
と
運

動
に
迫
ら
れ
、
安
倍
首
相
も
働
き

方
改
革
実
現
会
議
で
論
議
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
残
業
上
限
を
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
月
間
１
０
０

時
間
や
年
間
７
２
０
時
間
な
ど
を

認
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。。

　

そ
の
一
方
で
安
倍
首
相
が
狙
っ

て
い
る
労
基
法
改
悪
（
案
）「
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

の
創
設
は
長
時
間
労
働
の
是
正
と

は
ま
っ
た
く
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

　
「
高
度
…
制
度
」
と
は
高
度
専

門
職
（
年
収
１
０
７
５
万
円
）
に

つ
い
て
労
働
時
間
規
制
（
32
条
）

の
適
用
を
除
外
し
て
無
制
限
の
働

き
方
を
可
能
に
す
る
も
の
で
す
。

　

労
基
法
の
労
働
時
間
、
休
憩
、

休
日
及
び
深
夜
の
割
増
賃
金
な
ど

の
規
程
を
適
用
し
な
い
。
つ
ま
り

何
時
間
働
い
て
も
残
業
代
も
深

夜
・
休
日
割
増
賃
金
を
出
さ
な
く

て
も
良
い
と
い
う
制
度
で
す
。
ま

た
、
一
度
導
入
さ
れ
れ
ば
、
年
収

条
件
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
の
は
、

火
を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
で
す
。

　

長
時
間
労
働
を
な
く
す
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
残
業
時
間
の
上
限

を
法
律
で
設
定
す
る
こ
と
。
併
せ

て
、
36
協
定
の
特
別
条
項
の
廃
止

や
勤
務
終
了
と
開
始
の
間
に
一
定

の
休
憩
時
間
を
設
け
る
「
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
」
の
導
入
な

ど
、
実
効
あ
る
規
制
強
化
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。（
つ
づ
く
）

―
2
月
―

八
幡
西
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

北
九
州
芸
術
劇
場
大
ホ
ー
ル

小
倉
北
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

―
３
月
―

八
幡
西
生
涯
学
習
総
合
セ
ン
タ
ー

冷
泉
公
園
（
博
多
）

安安
倍倍「
働
き
方
改
革

「
働
き
方
改
革
」」のの
本本
質質
②②    

さよなら原発！さよなら原発！
3.11北九州集会3.11北九州集会

2016 年度退職者をはげます集い
日　時 ３月１０日金　  
      １８時１５分～
場　所 リーガロイヤルホテル
会　費 ２，０００円
参加の方は本部までご連絡を！

真
逆
の
残
業
代
ゼ
ロ
制
度

昨年の集会の様子



ケッちケッちゃんのんの

広さは５０ｍ×２０ｍ程。
仙人風呂の看板下の岩窟は45℃
以上の熱さです

197

和歌山県田辺市本宮町川湯
川湯温泉

「仙人風呂」
☎0735-42-0735(観光協会)

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

入
稿
締
切
を
目
前
に
控
え
た
今

月
８
日
、
ふ
と
思
い
立
っ
て
船
中

二
泊
日
帰
り
？
で
以
前
か
ら
浸
か

り
た
か
っ
た
大
露
天
風
呂
へ
。

　

７
日
19
時
過
ぎ
に
チ
ビ
共
を
嫁

さ
ん
に
引
継
い
で
出
立
。
翌
朝
、

南
港
か
ら
阪
神
、
阪
和
と
か
っ
飛

ば
し
昼
前
に
川
湯
温
泉
に
到
着
。

　

一
昨
年
の
５
月
に
来
た
際
は
川

原
に
穴
掘
っ
て
尻
を
浸
け
た
だ
け

の
川
湯
だ
っ
た
が
、
今
回
は
眼
前

に
大
露
天
風
呂
「
仙
人
風
呂
」
が

広
が
っ
て
い
る
。
12
月
初
め
か
ら

２
月
末
ま
で
の
川
を
堰
き
止
め
て

の
期
間
限
定
。

　

賽
銭
箱
に
３
百
円
入
れ
て
、
よ

し
ず
の
陰
で
手
ぬ
ぐ
い
一
丁
に
。

さ
あ
浸
か
ろ
う
。
快
晴
、
適
温
、

実
に
気
持
ち
が
良
い
。
川
底
の
至

る
所
か
ら
温
泉
が
湧
い
て
お
り
、

時
折
、
不
意
打
ち
を
喰
ら
う
。

　

先
客
は
仙
台
か
ら
来
た
ご
夫
婦
。

旦
那
は
海
パ
ン
で
浸
か
り
、
奥
さ

ん
は
足
湯
。
熊
野
三
山
を
巡
る
途

中
で
こ
れ
か
ら
世
界
遺
産
の
「
つ

ぼ
湯
」
へ
向
か
う
と
の
こ
と
。
次

に
褐
色
の
肌
が
素
敵
な
妙
齢
の
女

性
が
や
っ
て
き
た
。
ま
た
ま
た
仙

台
か
ら
、
そ
れ
も
自
走
で
来
た
と

の
こ
と
。
彼
女
は
足
湯
を
し
な
が

ら
お
し
ゃ
べ
り
。
４
日
か
ら
川
湯

に
滞
在
し
、
４
日
夜
は
雨
で
増
水

し
て
入
れ
ず
、
お
目
当
て
の
灯
籠

も
見
ら
れ
な
か
っ
た
げ
な
。
昨
夜

（
７
日
）
は
一
転
、
月
夜
に
立
ち
上

る
湯
気
が
幻
想
的
だ
っ
た
げ
な
。

　

気
づ
け
ば
午
後
１
時
、
一
便
に

乗
船
す
る
た
め
に
は
も
う
帰
ら
な
。

昼
食
も
取
ら
ず
に
帰
路
に
つ
く
。

翌
朝
５
時
半
、
門
司
は
雨
で
し
た
。

滞
在
時
間
１
時
間
、熊
野
大
社
も
参
ら
ず

　
　
　
「
つ
ぼ
湯
」も
パ
ス
し
て
大
露
天
風
呂

　

立
春
が
過
ぎ
て
も
２
月
は
一
番

寒
い
時
期
。
で
も
梅
が
咲
き
、
筍

や
早
春
の
食
材
が
出
回
り
、
新
酒

と
味
わ
え
る
幸
せ
も
、
今
時
な
ら

で
は
！＊

イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

今
月
の
イ
チ
オ
シ
は
何
と
言
っ

て
も
「
ラ
・
ラ
・
ラ
ン
ド
」
で

す
！
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
大
本
命
の
ア

メ
リ
カ
映
画
で
、
予
告
編
も
魅
力

い
っ
ぱ
い
！
北
九
州
で
は
今
の
と

こ
ろ
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
の
み
で
24

日
か
ら
。
必
見
！

　

洋
画
を
も
う
１
本
。ブ
ラ
ピ
主

演
、ロ
バ
ー
ト
・
ゼ
メ
キ
ス
監
督
の

「
マ
リ
ア
ン
ヌ
」
が
恋
愛
サ
ス
ペ
ン

ス
と
し
て
楽
し
め
そ
う
。こ
れ
ま

た
シ
ネ
プ
レ
ッ
ク
ス
の
み
で
上
映

中
。

　

邦
画
新
作
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

す
ぎ
て
お
好
み
で
ど
う
ぞ
。ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
と
し
て
は
、コ
ロ
ナ
ワ
ー

ル
ド
で
始
ま
っ
た
「
角
川
映
画
祭
」

（
全
盛
期
の
話
題
作
10
本
を
連
続

上
映
中
）と
、
昭
和
館
で
18
日
か
ら

始
ま
る「
永
い
言
い
訳
」（
私
の
邦
画

28
年
邦
画
ベ
ス
ト
１
）の
再
映
。

　

各
映
画
の
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
。

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

18
日
土
曜
の
14
時
開
演
で
『
日

本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

北
九
州
公
演
』
が
あ
り
ま
す
。
広

上
淳
一
指
揮
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

交
響
曲
第
６
番
「
田
園
」、
ピ
ア

ノ
・
金
子
三
勇
士
に
よ
る
リ
ス
ト

協
奏
曲
第
１
番
を
聴
い
て
み
ま
せ

ん
か
？
Ｓ
席
五
千
五
百
円
。
生
の

迫
力
を
ぜ
ひ
！

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

２
月
は
13
年
の
フ
ラ
ン
ス
映
画

「
ベ
ル
＆
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
」。
日

本
で
は
「
名
犬
ジ
ョ
リ
ィ
」
と
し

て
ア
ニ
メ
化
さ
れ
た
セ
シ
ル
・

オ
ー
ブ
リ
ー
の
児
童
文
学
「
ア
ル

プ
ス
の
村
の
犬
と
少
年
」
を
基
に

実
写
映
画
化
。

　

ナ
チ
ス
か
ら

逃
れ
て
ア
ル
プ

ス
越
え
を
す
る

ユ
ダ
ヤ
一
家
の

道
案
内
を
す
る

グ
レ
ー
ト
ピ
レ

ニ
ー
ズ
と
少
年

の
友
情
、
そ
し

て
雄
大
な
風
景
が
見
ど
こ
ろ
！
例

会
招
待
券
ご
希
望
の
方
は
書
記
局

へ
ど
う
ぞ
。

３
月
８
日
は

　
国
際
女
性
デ
ー

　

１
９
０
８
年
、
３
月
８
日
ア

メ
リ
カ
の
女
性
た
ち
が
「
パ
ン

と
参
政
権
を
与
え
よ
」
と
お
こ

な
っ
た
大
集
会
と
デ
モ
行
進

が
、
国
際
女
性
デ
ー
の
始
ま
り

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
九
州
で
も
各
地
区
で
女

性
が
置
か
れ
る
環
境
、
直
面
す

る
課
題
な
ど
を
と
り
あ
げ
た

集
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
近
く
の
集
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
若
松
地
区
】
４
日
（
土
）

【
八
幡
地
区
】
５
日
（
日
）

【
戸
畑
地
区
】
７
日
（
火
）

【
小
倉
地
区
】
８
日
（
水
）

【
門
司
地
区
】
未
定

第第１４１４５回臨時大会５回臨時大会
日　日　時時　　２２月月２２７７日（月）日（月）
 　　１８時１５分～ 　　１８時１５分～
　　場　所 場　所 生涯学習総合センタ生涯学習総合センターー

　議　題 　議　題 17春闘闘争方針・要求17春闘闘争方針・要求

  その他その他
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